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1．はじめに 

デュアルコムは繰り返し周波数𝑓𝑟𝑒𝑝がわずか

に異なる 2 つのコムを用いる手法であり，高

速な分光計測等を実現できるため注目を集め

ている.これまで我々は, 単層カーボンナノ

チューブを用いた全偏波保持双方向発振デュ

アルコムファイバーレーザーの開発を行って

きた[1].今回は, 波長可変システムを構築し, 

波長 1.6-1.7μm 帯において波長可変なデュア

ルコムファイバーレーザーを開発した.さら

に，開発したデュアルコムレーザーを用い，

1.6μm 帯に吸収スペクトルを持つメタン(CH4)ガスの広帯域な分光計測を行った.  

2．実験と結果 

本研究で開発した波長可変なデュアルコムファイバーレーザー，及び分光システムを Fig.1 に示

す.波長可変なコムパルスを得るために，まずデュアルコムファイバーレーザーからの 2 つの出力

をそれぞれ PM-EDFA で増幅し，PM-SMF に導波させ，ソリトン自己周波数シフトによる波長シ

フトを誘起した. EDFAの励起電流を調整することで波長 1.6-1.7μm帯で波長可変なコムパルスが

得られた．しかし，この段階で，出力パルスのス

ペクトル幅が 6.5 nm から 25 nm へと広がり，デュ

アルコムの RF ビートにオーバーラップが生じ

た．そこで，PM-SMF と PM-DSF を用いたスペク

トル圧縮を行った[2]. Fig.2 に示すように，スペ

クトル幅を 10 nm まで圧縮し，ビートのオーバー

ラップを回避できた．次に，2 つのコムパルスを

ファイバカプラで重ね合わせ，CH4 ガスセルに透

過させ,光検出器で検出した.他方は試料に透過

させずに検出し，リファレンスとして用いた.検

出器出力で得られる干渉波形をフーリエ変換す

ることで，光スペクトルを得る.この測定を，コム

パルスの中心波長を 1625-1695nmの間でシフ

トさせながら繰り返し行い，CH4 ガスの広帯

域なデュアルコム分光計測を行った.この時

の測定結果を Fig.3に示す.メタンの吸収を広

帯域に渡って計測できていることがわかる.  
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Fig.1 Experimental setup 

1550 1600 1650

S
pe

ct
ra

l i
nt

en
si

ty
 [a

.u
.]

Wavelength [nm]

Laser

output

6.5 nm

Shifted 

pulse
25 nm

10 nm

Compressed

pulse 

Fig.2 Variation of optical spectra for CCW output 

Fig.3 Observed wideband absorption spectra of CH4   
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